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金名馬。從伐宋、中流矢而死。子忽兒都︀荅フルドダ、充管軍百戶。世祖︀命從不羅那顏ブロノヤン、使哈兒馬某ハルマミウ之地、以病卒」。卜咧惕施乃迭兒ブレトシユナイデル曰く「某ミウは、思スの誤ならん。然らば哈兒馬思ハルマスは、恐らくは訶兒木思ホルムスをあらはしたるなり」と云へり。「子忽都︀帖木兒フドテムル、武宗潛邸時、從征海︀都︀ハイド、以功賞白金。至大元年、授宣武將軍左衞阿速アス親軍副都︀指揮使、四年卒」。








3。杭忽思ハングス・阿塔赤アタチ父子。


　列傳卷十九「杭忽思ハングス、阿速アス氏、主阿速アス國。太宗兵至其境、杭忽思ハングス率眾來降。賜名拔都︀兒バードル、錫以金符、命領其土民。尋奉旨選阿速アス軍千人、及其長子阿塔赤アタチ、扈駕親征」。末の句誤れり。太宗の親征に非ず、巴禿バト等の征略なりき。「旣還、阿塔赤アタチ入直宿衞。杭忽思ハングス還國、道遇敵人戰歿。勅其妻外麻思オイマス、領兵守其國。外麻思オイマス躬擐甲冑、平叛亂、後以次子按法普アンフアブ代之。阿塔赤アタチ從憲宗、征西川、軍于釣魚山、與宋兵戰、有功。帝親飮以酒、賞以白金」。この阿塔赤アタチは、列傳卷二十二にも別に傳ありて、この傳よりは却て簡略なり。杭忽思ハングスは、昻和思アンゴスと書き、阿塔赤アタチは阿荅赤アタチと書き、「阿荅赤アタチ、阿速アス氏。父昻和思アンゴス、憲宗時、佩虎符、爲萬戶。阿荅赤アタチ扈從憲宗南征、與敵兵戰于劍州、以功賞白銀」とあり。猶杭忽思ハングスの傳を引かん。「阿里不哥アリブカ叛、［阿塔赤アタチ］從也里可エリケ征之」。也里可エリケは、阿荅赤アダチの傳に也兒怯エルケとあり。世祖︀紀の□□□□なり。「至寧夏、與阿藍荅兒渾都︀海︀アランダルクンドハイ戰、率先赴敵、矢中其腹不懼。世祖︀聞而嘉之、賞以白金、召入宿衞。中統二年、扈駕親征阿里不哥アリブカ、追至失木里禿シムリト（失木兒禿シムルト）之地、以功復賞白金。三年、從征李壇平之」。末の六字は、阿荅赤アタチの傳に「從征李壇、身二十餘戰、累功授金符千戶」とあり。「至元五年、奉旨同不荅台ブダタイ、領兵南征、攻破金剛臺」。不荅台ブダタイは、世祖︀紀の□□□□なり。「六年、從攻安慶府、戰有功。七年、從下五河口。十一年、從下沿江諸︀郡、戍鎭巢。民不堪命、宋將降洪福︀、以計乘醉而殺︀之」。將降は、降將の倒置なるべし。「世祖︀憫其死、賜其家白金五百兩、鈔三千五百貫、併鎭巢降民一千五百三十九戶、且命其子伯荅兒バダル、襲千戶、佩金符。時失烈吉シレギ叛、詔伯荅兒バダル、領阿速アス軍一千往征之」。末の十八字は、阿荅赤アタチの傳に「伯荅兒バダル從別急列迷失ベギレミシ北征」とあり。別急列迷失ベギレミシは、この傳の下文にある別里吉迷失ベリギミシ、世祖︀紀の□□□□□□にして、急列ギレは、列急レギの倒置なり。「與甕吉剌只兒瓦台オンギラヂルワタイ軍戰于押里アリ」。甕吉剌只兒瓦台オンギラヂルワタイは、翁吉喇惕オンギラトの只兒瓦台ヂルワタイにして、土土哈トトハの傳には應昌の部族只兒瓦台ヂルワタイとあり。押里アリは、阿荅赤アタチの傳に牙里伴朶ヤリバンド之地とあり。「復與藥木忽兒ヤムフル軍、戰于禿剌トラ及斡魯歡オルホン之地。十五年春、至伯牙バヤ之地、與赤怜チリン軍合戰」。伯牙バヤは□□□□□□、赤怜チリンは、□□□□□□□「五月、駐兵呵剌牙ハラヤ、與外剌台オイラタイ・寬赤哥思コンヂゲス等軍合戰」。呵剌牙ハラヤは、祕史の阿喇亦アライ嶺なるべし。土土哈トトハの傳に「追失烈吉シレギ、踰金山」とあれば、乃蠻ナイマンの故地の西端なること知るべし。外剌台オイラタイ寬赤哥思コンチゲスは、土土哈トトハの傳に寬折哥コンヂエゲとあり、斡亦喇惕オイラトの寬赤哥思コンチゲスなり。「其大將塔思不花タスブハ、樹木爲柵、積石爲城、以拒大軍。伯荅兒バダル督勇士、先登拔之。伯荅兒バダル矢中右股。別里吉迷失ベリギミシ、以其功聞、賞白金。二十年、授虎符、定遠大將軍、後衞親軍都︀指揮使、兼領阿速アス軍、充阿速拔都︀アスバード達魯花赤ダルハチ。二十二年、征別失八里ベシバリ、軍于亦里渾察罕兒イリクンチヤハンル之地、與禿呵不早麻トハブツアウマ軍戰、有功」。禿呵不早麻トハブツアウマは、

　「二十六年、征抗海︀ハンガイ、敵勢甚盛、大軍乏食。其母乃咬眞ナイガウヂン、輸己帑及畜牧等、給軍食。世祖︀聞而嘉之、賜予甚厚」。末の十字は、阿荅赤アタチの傳に「樞密臣以其功聞。賞白金貂裘弓矢鞍轡等、尋復以銀坐椅賜之」とあり。「大德四年、伯荅兒バダル卒。長子斡羅思オロス、由宿衞仕至隆︀鎭衞都︀指揮使」。阿荅赤アタチの傳には「子斡羅思オロス、由宿衞陞僉隆︀鎭衞都︀指揮使司事、賜一珠虎符。天曆元年、諭降上都︀軍凡若干數。特賜三珠虎符、陞本衞都︀指揮使」とあり。「次子福︀定フチン襲職、官懷遠大將軍、尋改右阿速アス衞達魯花赤ダルハチ、兼管後衞軍。至大四年、兄都︀丹ドダン充右阿速アス衞都︀指揮使。福︀定フチン復職後衞、陞樞密同僉、云云」。前に長子斡羅思オロス、次子福︀定フチンとあるに、福︀定フチンの兄都︀丹ドダンあるは、怪むべし。氏族表は、福︀定フチンを斡羅思オロスの次子として、都︀丹ドダンを斡羅思オロスの長子としたれども、伯荅兒バダルの子は、只斡羅思オロス
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